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概要

• 近年の機械翻訳技術は、大量の翻訳の対（対訳データ）から翻訳の仕方

（翻訳モデル）をニューラルネットで自動的に学習

• 翻訳モデルの学習の際、対訳データ（教師ありデータ）だけでなく単言

語データ（教師なしデータ）を活用する半教師あり学習法を提案

• 提案法は入出力両言語の単言語データを活用できることが特徴で、双

方向の翻訳機が反復的に教え合うことで実現

• 種々の言語対で提案法の効果を確認するとともに、対訳データには存

在しない単語レベルの対応（対訳語彙）も自動獲得されることを確認

先行研究（逆翻訳）

• 目的言語側の単言語コーパスを用いた半教師あり学習 (Sennrich+ 

2015)

• 目的言語側の単言語コーパスを逆翻訳して疑似対訳コーパスを生成し，

対訳コーパスと組み合わせて学習

Sennrichら(2015)の手法を双方向に反復適用

NMTの学習には大量の対訳データが必要だが、低資源言語ではその

収集・構築は困難

• 現代の機械翻訳技術は汎用的な系列変換モデルに基づくものであり、

入出力は単語列に縛られない

• センサーデータ、生理データ、金融データ、人間の行動データなど様々

なデータを、 「言語化」によって可視化する技術 (D2T) にも応用可

問い合わせ先： tsukada@asu.ac.jp

カラーコード 青ベースカラー：＃235BA8 研究題目・副題目・所属・氏名文字 ：＃FFFFFF 本文・見出し文字 ：＃3C3D3C

IBT: Iterative Back-Translation【提案法】

応用分野：データからのテキスト生成
 (D2T: Data-to-Text Generation)

ニューラル機械翻訳 (NMT) の問題点

NMTの半教師あり学習

• 対訳になっていない単言語コーパスは比較的収集・構築が容易

• 対訳コーパスに、原言語および目的言語の単言語コーパスを併用して、

NMTの精度を改善

相互学習のイメージ

英語を学びたい日本語ネイティブと日本語を学びたい英語ネイティブ

が相互に教え合うことで、両者の言語能力の向上が可能

英独翻訳の対訳語彙獲得率と翻訳性能

対訳語彙獲得の過程
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